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本年の 1 月に、神戸の震災でお亡くなりになった方々の１７回忌法要をお勤めした際に、

まさかその数ヵ月後、あのような未曾有の大震災・大津波が起きるなど誰が予想できたで

しょうか。天災は、忘れた頃にやってくると言いますが、今なお苦しんでいる東日本地域

の被災者の方々の為に、神戸で大震災を体験した我々が出来ることを、常に考えていかね

ばならないと思います。 

震災後、当寺院としましても神戸の震災の時にお世話になった方々への恩返しの思いを

込め、義援金として赤十字並びに時宗総本山へ寄付させていただきました。今現在も、ご

本堂に義援募金箱を設置しておりますので、ご法事等でお寺にお越しの際には、是非皆様

の温かいお気持ちをお届けいただければと思います。 

そして、震災と同時に起こった原発の放射能被害が、地元の人々の恐怖と共に、日本の

みならず世界中の人々の心配の種になっています。この原発問題に関しても、政府閣僚の

「想定外」という言い訳をいつまでも追及するより、この夏の電力問題を我々日本国民一

人ひとりの努力で乗り切り、大量消費電力社会であった今までの日本から、本当に自然と

共生した新しい日本を作る若者達を育てていく為の、転機になってもらいたいと思います。

特にこの不動心をお読みになっている方々は、戦後の復興期を支えてきた世代が多いと思

います。是非この日本の復興、そして新しい日本の為にもう一度がんばって若い世代を導

いていただきたいと思います。 

そして最後になりますが、この震災の被災地域の中で「家族の絆」を再認識したという

話をテレビなどでよく見かけます。近年、無縁社会などという言葉が流行語大賞にランク

インするようになってしまいましたが、「家族」そして自分自身を生み育てていただいた、

「両親」との絆を、皆様もこのお盆の時期に是非再認識していただければと思います。 

人間は一人では生きてはいけません。他者があっての人間です。がんばろう、日本。 

 

おせがきおせがきおせがきおせがき法要法要法要法要のススメのススメのススメのススメ        （（（（毎年毎年毎年毎年８８８８月月月月１６１６１６１６日日日日    午後午後午後午後２２２２時時時時よりよりよりより））））    

普照院では、盆せがき法要を毎年８月１６日毎年８月１６日毎年８月１６日毎年８月１６日にお勤する中で、その年に初めてお盆を迎え

る新仏様を、参詣の皆様と共にお弔いさせていただいております。 

更に今年は、落慶法要芳名帖（正式名：震災復興浄財帖）、擬宝珠寄進名落慶法要芳名帖（正式名：震災復興浄財帖）、擬宝珠寄進名落慶法要芳名帖（正式名：震災復興浄財帖）、擬宝珠寄進名落慶法要芳名帖（正式名：震災復興浄財帖）、擬宝珠寄進名と併せて、旧

本堂にうずもれていた、旧本堂落成記録（昭和３４年）を製本し、ご奉納させていただき

ます。奉納後は、これらは秘本となり見ることが出来ません。法要開始前に閲覧できます

ので、是非法要にもご参加下さい。 （*おせがき法要のパンフレットを同封しました。） 
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 浄土宗総本山知恩院大遠忌法要参拝の浄土宗総本山知恩院大遠忌法要参拝の浄土宗総本山知恩院大遠忌法要参拝の浄土宗総本山知恩院大遠忌法要参拝の再度再度再度再度ご案内ご案内ご案内ご案内    

本年４月に開催される予定となっておりました浄土宗開祖法然上人８００年大遠忌は、

震災の影響で延期となっておりましたが、あらためて下記の日程で厳修されるはこびとな

りました。お時間のございます檀信徒の皆様には、是非ご参拝いただきたく再度ご案内申

し上げます。 

 

日 時  平成 23 年 10 月 20 日（木） 10 時 法要開始 

場 所  浄土宗総本山知恩院 御影堂御影堂御影堂御影堂 （京都市東山区林下町 400） 

 

*知恩院へ参拝する際には、自家用車などのご利用は極力さけていただき、公共交通機関

（バスは避けた方が無難です）をご利用下さい。また時間に余裕をもってお越し下さい。 

*なお住職は法要に参加するため、当日ご案内等ができません。申し訳ございませんが宜

しくお願い致します。 
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昨年の落成法要以来、新しい本堂をたくさんのお家の方々がご利用されただけでなく、

週一回書道教室を開講することも出来ました。おかげさまで、少しずつこのお寺が元祖地

に戻ってきたことを、町の人々にも感じ取っていただける様になってきました。 

ところで本堂ご利用の方はお気づきかもしれませんが、トイレの場所に少し不便さがあ

りましたので、急きょ２階にもトイレを設置することになりました。この不動心が届く頃

には完成していると思います。法事はもちろん、葬儀においても本堂の使用料はいただい

ておりませんので、これからも菩提寺を身近に感じていただければと思います。 

(*皆様のお知合い等でも、読経を普照院に頼んでいただける方は本堂使用料等は必要ありません。） 

 

 

〔編集後記〕 

震災が起こってから 2 週間後に、関西地方の時宗有志僧と共に、京都市内で街頭募金活動を行い

ました。一週間ほどの活動でしたが、本当にたくさんの方々に募金していただき、またその中には

旅行中の外国人の方からの募金も多数ございました。こういう活動をしていますと、我々は独りで

はないことをしみじみと実感できます。しかし、昨年皆様のお力で成し得た当寺院の震災復興と同

様、今度の地震・津波からの復興に長い期間を要する人々が、まだたくさんいらっしゃることと思

います。そういった方々の一日も早い復興を願い、僧侶として今後も地道な活動を続けると共に、

今なお心癒えぬ方々・犠牲者の方々の為に、皆様と一緒に日々祈り続けたいと思います。 

                                  合掌 
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